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Abstract We describe a new subspecies of Erebia fletcheri Elwes, 1899 (Nymphalidae, Satyrinae) 
from the upper reaches of the Khurmuli River, Myaochan Mountains, Khabarovskyi kraj, Far-Eastern 
Russia. The characteristics of the new subspecies are its larger wing size, the shape of the reddish- 
brown forewing band and the developed eye spots with reddish-brown rings on the hindwing. 


Key words Erebia fletcheri, new subspecies, the largest wing size, Myaochan Mountains Khabarovskyi 
kraj. 


緒 


Dil 


フレ ッ チ ャ ー ベ ニ ヒ カ ゲ Erebia fletcheri が 極東 ロン シン ア の アム ー ル 地方 に 分 布 す る こと は Mutin (1993) 
に より 報告 され て いる が , 同 地 の 個体 群 の 亜 種 帰属 に つい て は 今後 の 研究 課題 で ある (Belik, 2001) と 
され て いた . 


そこ で 筆者 ら は 2009 年 7 月 に 極東 ロシア の アム ー ル 地域 に お いて 採集 ・ 調 査 を 行ない , コム ソ モ ー 
リス ク ・ ナ ・ ア ムー リ ェ Komsomol'sk na Amure 市 の 北西 約 8 km の 地点 に 位置 する ミャオ チャ ン 山 地 
Myaochan Mountains ( (フル ムリ 有川 Khurmuli River 上 流 ) で 採集 され た フレ ッッ チャー ベニ ヒ カ ゲ が 新 亜 
種 と 認め られ る の で ここ に 記載 ・ 命 名 する . 


新 亜 種 の 記載 


Erebia fletcheri magnifica ssp. nov. 
ここ に 記載 する フレ ッ チ ャ ー ベ ニ ヒ カ ゲ の 新 亜 種 は つぎ の よう な 特徴 を も つ . 


1) 前 贅 長 の 平均 は ? 25.3 mm (24.8 一 26.1 mm) * (n=4) , 25.0 mm (n=1) T, 比較 的 大 型 の 亜 種 ssp. 
chajataensis D 23.4 mm (22.2—25.0 mm) (n=17) , 2 24.3 mm (23.3—25.1 mm) (n=3) より も 明らか に 
大 きく , 本 種 に 属す る $ 亜 種 の 中 で も も っ と も 大 型 の 亜 種 と 認め られ る (Figs 1-9, 28). * 平 均 値 (最小 
値 一 最大 値 ) , 以下 同じ , Fig. 28 で は 平均 値 標 準 偏差 SD で 示し た . 


2) BU S8 R16) (615 OO M: ssp. fletcheri, spp. chorymensis, ssp. daurica 7z £ X. ) $ $ 4 , ssp. chajataensis よ 
り も 広い . LOW GI ABOeCEj] 10523, 形状 は 安定 し , ssp. chajataensis の よう に 
退化 し て 黒色 点 状 斑 を と り 巻 く 赤 褐色 環 と な る こと が な い . 採集 され た 1* で は この 赤褐色 帯 が いく 
ら か 黄色 味 を 常 び て いる (Figs 8-9). 
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Figs 1-15. Erebia fletcheri Elwes, 1899. 

(1)-(9), ssp. nov. magnifica Takahashi & Nakatani, Upper Khurmuli River, Khabarovskyi kraj 
FE-Russia, 2 July, 2009. (1), Holotype, の , Takahashi, Mayumi leg., FL 25.1 mm; (2), ditto, 
underside; (3), Paratype, , Takahashi, Masashi leg., FL 26.1mm: (4), ditto, underside; (5), 
Paratype, 4, Takahashi Masashi leg., FL 24.8 mm; (6), ditto, underside; (7), Paratype, , 
Radokhleb, M. leg., FL 25.2 mm; (8), Paratype, 〒, Takahashi Masashi leg., FL 25.0 mm. (9), 
ditto, underside.(10)-(15), ssp. fletcheri Elwes, 1899. (10), ^, Khóvsgól, NW-Mongolia, 12 
June, 2001, Suwa, T. leg., FL 22.3 mm; (11), 2, same data, FL 23.6 mm; (12), same locality, 
18 June, 2002, Suwa, T. leg., FL 21.5 mm; (13), 3, Nuphu Pass, Buryatia. E-Russia, 21 June, 
1999, Hirano, Y. & S. leg., FL 22.7 mm; (14), 4, aberrant from, Khóvsgól, 15 June, 2002, 
Hirano, S. leg., FL 22.0 mm; (15), €, Mt. Khulugaima, E-Sayan, Buryatia, E-Russia, 20 June, 
1999, Hirano, Y. & S. leg., FL 23.1 mm. 


14 
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Figs 16-27. Erebia fletcheri Elwes, 1899. 

(16)-(17), ssp. fletcheri Elwes, 1899. (16), ^, Mondy v., E-Sayan Mts., Buryatia, E-Russia, 5 
July, 2000, FL 22.2 mm; (17), ditto, underside. (18)-(19), ssp. chorymensis Korshunov, 1995. 
(18), #, Ararat Mts. Kuznetskyi Alatau, Khakasia region, E-Russia, 9 July, 2004, Ivonin, V. 
leg., FL 20.1 mm; (19), ditto, ?, same data, FL 21.3 mm. (20)-(21), ssp. daurica Belik, 2001. 
(20), , Sokhondo Mts., Kyra distr., Chita region, E-Russia, 17 June, 1999, Belik, A. leg., FL 
23.0 mm; (21), ditto, ?, same data, FL 21.4 mm. (22)-(27), ssp. chajataensis Dubatolov, 1992. 
(22), 3, Upper Khandyiga River, Suntar-Khayata Mts., E-Yakutia, FE-Russia, 22 June, 1991, 
Kaymuk, E. leg., FL 22.9 mm; (23), 4 , Palatka, Magadanskaya obl., 16 July, 2000, Baglikov, 
V. leg., FL 22.0 mm; (24), 4, Ambar-Yuruite, Ust' Nera, Oymyakon region, E-Yakutia, FE- 
Russia, 22 June, 2006, Takáhashi, Mayumí leg., FL 23.7 mm; (25), 4, Nel'kanskyi Pass, 
Ust' Nera, 21 June, 2006, Takáhashi, Mayumí leg., FL 22.9 mm; (26), 4, same locality, 19 
June, 2006, Takahashi, Mayumi leg., FL 24.0 mm; (27), $, Ol'chanskyi Pass, Ust’ Nera, 16 
June, 2006, Takáhashi Mayumí leg., FL 24.6 mm. 
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3) 赤褐色 帯 中 の 黒色 点 状 斑 の 大 き さ は ssp. chajataensis より も や や 小型 で ある が , 他 の 3 亜 種 よ り は 


大 型 で ある . 
4) 後 贅 表面 の 2, 3, 4, 5 各 室 中 の 黒色 点 状 斑 は 大 型 で . よ く 発 達し た 赤褐色 環 を 伴い , それ ぞ れ 眼 状 紋 
を 構成 する . 


5) (39) ERE CREE ET, 中 室外 方 の 弧状 白色 帯 は 一 般 に 不明 上 風 で ある . し か し 採集 きれ た 1\ で は こ 
の 白色 帯 が 明らか で し か も その 外側 が 広く 灰 曰 色 を 常 び て いる (Fig. 9). 


新 亜 種 名 の 由来 


新 亜 種 名 magnifica là, この 亜 種 が と くに 大 型 で ある こと と ., 発達 し た 鮮やか な 赤褐色 常 を も つこ と に 
基づき ,“ 壮 朋 な "を 意味 する . 


ホロ タイ プア ( 完 模式 標本 ) ?, フル ムリ 有川 上 流 (標高 700 m) , ミャオ チャ ン 山 地 , ハ バー ロフ スク 地方 , 
極東 ロシア , 2009 年 7 月 2 日 , 高橋 真弓 GR). 


パラ タイ プ ( 副 模 式 標本 )3 の 1\., ホ ロタ イプ と は ほぼ 同 地 点 (標高 700 一 800 m) , 同一 日 付 , 高橋 必 司 お 
よび ミ ハ イ ー ル ・ ラ ダフ リ ェ プ ブ ( 採 ). 


ホロ タイ プ は 近い 将来 建設 予定 の “静岡 県 立 自然 史 博 物 館 ” に 保管 され る 予定 . パラ タイ プ は 現在 高 
橋 真 弓 , 中 谷中 媒 お よび 高橋 臣 司 が それ ぞ れ 保管 し て いる . 


分 布 と 生息 環境 


新 亜 種 の 分 布地 点 は , 現在 の と ころ 極東 ロシア , コ ム ソ モ ー リ スク ・ ナ ・ ア ムー リ ェ 市 北西 に 位置 す 
る ミャオ チャ ン 山 地 の フ ルム リ 有 川上 流 地域 の み で ある が , その 分 布 範 囲 が この 地点 か ら ど の 程度 広 が 
っ て いる か は , 今後 の 調査 に よっ て 判明 する も の と 思う . 

生息 地 は 川沿 い の 鉱山 ( 廃 鉱 ) に 通じ る 未 舗 装 道路 の 周辺 で , 標高 700-800m に 位置 する . 
道路 周辺 の 斜面 に は ダケ カン バ な ど を 含む 広葉 樹林 の 間 に ハ イマ ツ . ミ ヤマ ハン ノ キ , イ ソ ツ ツジ な 
どの 低木 群落 や . エ ゾ ス カシ ユリ , イワ オウ ギ 属 , キリ ン ソ ウ 属 お よび イネ 科 植 物 な ど を 含む 高山 性 
の 草本 群落 が 見 られ る . 本 亜 種 は 際 の 多い 場所 に 生じ た イネ 科 (また は カヤ ツリ グ サ 科 ) 植物 に 発生 
し て いる も の と み ら れ る (Fig. 29). 


採集 され た 計 6 個体 を は いずれ も 新鮮 で 当日 また は その 前 日 に 羽化 し た も の と み ら れ .,7 月 2 日 (2009 
E) 0435 5—6 時 ご ろ 路 上 に 現われ て 地上 低く 比較 的 緩 や か に 飛翔 し て いた も の で ある . 中 に は 交 
尾 中 の 個体 (Figs 3-4, 8-9) も 見 られ た . 7 月 4 日 と 5 日 の 日 中 に も この 地点 を 訪れ た が , こ の チョ ウ を 
まっ た く 見 る こと が で き な か っ た . 


採集 され た 個体 の 新鮮 度 か ら 考 えて , 同年 2009 年 ) に は お そら く 7 月 中 一 下旬 ご ろ 羽 化 の 全盛 を 迎 
えた も の と 推定 され る . 


な お , こ の チョ ウ の 生息 地 と その 周辺 に 見 られ た チョ ウ 類 は ., シラ ホシ チャ マダ ラ セ セ リ Spialia orbi- 
fer, TARY ANY UF a Parnassius bremeri, キア ゲハ Papilio machaon, 了 ア ムー ル モ ン キチ ナチ ョ ウ 
Colias tyche, クモ マツ マキ チョ ウ Anthocharis cardamines, タカ ネル リ シ ジ ミ (ウス ユキ ルリ シジミ ) 
Albulina orbitulus, オオ イナ モン ジ Limenitis populi, ミヤ ママ ヒョウ モン Clossiana euphrosyne, ギン ボ シ ヒ 
ョ ウ モ ン モ ドキ Melitaea diamina, チャ モン ウラ ジャ ノノ メ Lasiommata petropolitana な ど で あ っ た . 


* 1 個体 は エフ ゲニ イ ・ ノ ヴァ モ ド ッ ゥ ヌィ イー Evgenyi Novomodnyi 氏 採集 ・ 保 管 . 


フフ レッチャー ベニ ヒ カ ゲ の 亜 種 


これ まで に 記載 され た 各 亜 種 の 特徴 を 概観 する . 
1) ssp. fletcheri Elwes, 1899 (名 義 タ イプ 亜 種 ) (Figs 10-17) 
ロシア ・ ア ル タ イ の クラ イ 山 地 Kurai Mts. か ら サ ヤン 山地 Sayan Mts. に か け て 分 布 す る . 
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| |Forewinglength(mm)| n | 
| D | 21.80 エ 000 | - | 
| F | 2260x074 | 52 | 
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Fig. 28. Forewing-length (FL) of Erebia fletcheri Elwes, 1899. (mm) 
D: ssp. daurica, from Belik, 2001. 
F: ssp. fletcheri, from Khóvsgól Lake, N. Mongolia and Mt. Khulugaima, Sayan Mts. (527) 
C: ssp. chajataensis, from Suntar-Khayata Mts., Yakutia, Ust' Nera, Yakutia and Palatka - Atka, 
Magadanskaya obl. (17 5) 


M: ssp. nov. magnifica, from Myaochan Mts., Khabarovskyi kraj. (4 4). 





Fig. 29. The habitat of Erebia fletcheri magnifica ssp. nov. 
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Rocky vegetations are seen around the 


non-paved road along the upper-stream of Khurmuli River, ca. 8km north-west of Komsomol' 
sk na Amure City, FE-Russia. 


前 副長 の 平均 は ? 22.6 mm (20.2—24.0 mm) (n=52) , £ 22.9 mm (20.2—24.6 mm) (n=30) で 亜 種 と し て 


は 小型. 


地 色 は や や 淡色 で 前 次 の 赤褐色 常 は 幅広 く , そ の 色彩 は くす ん で いて 明瞭 と は いえ な い . 赤褐色 帯 を 
横切る 数 本 の 玩 脈 は 同色 で , 赤褐色 は 分 断 さ れず ,“ ス ジグ ロ "” に は な ら な いも の が 多い . 


後 學 裏面 の 基部 と 中 室外 方 の 後 燃 外 半 部 に 灰白色 鱗 が 多い . 





2) ssp. chorymensis Korshunov, 1995 (Figs 18-19) 


バイ カル 湖西 方 の ハ カ シ ア 共 和 国 アバ カン 市 北西 約 200 km に 位置 する クズ ネツ キー 山脈 Kuznetskyi 


Alatau に 分 布 し , 名 義 タ イプ 亜 種 ssp. fletcheri 分 布 圏 の 北側 に 小さ な 分 布 を も つ . 


NII- 
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地 色 は 名 義 タ イプ 亜 種 よ り も や や 濃 色 , 赤 褐色 帯 は 同様 に 幅広 い が よ り 明 色 と な る . 前 後 女 の 黒色 点 
状 斑 は より 大 型 . 前 麹 長 は 名 義 タ イプ 亜 種 と 大 差 が な い . 分 類 上 の 問題 が ある . 

3) ssp. daurica Belik, 2001 (Figs 20-21) 

バイ カル 湖 の 東南 方 , チ タ 地 区 南東 部 の ソ ホ ンド 山地 Sokhondo Mts. に 分 布 . 


Hi 380) 18 i o DWE €, その 前 後 両 端 部 で は さら に 狭く な る . 色彩 は 黄色 味 を 淀 び て より 
明 色 と な り , 数 ヵ所 で 事 脈 上 の 墨色 条 に より 分 断 さ れる . 


前 次 長 は 前 2 亜 種 と 大 差 が な い . 
4) ssp. chajataensis Dubatolov, 1992 (Figs 22-27) 


東 シ ベ リア の サバ ハ 共和国 ヤセ クー チア の スン タル ・ ハ マヤ タ 山 地 Suntar-Khayata Mts. か ら 記載 され た も 
DC, TAF 47 Ust'-Nera な どの オイ ミ ャ コ ン 地 区 や マガ ダン 地方 Magadanskaya oblast’ に か け て 
分 布 する . 


前 玩 長 の 平均 値 は 前 掲 の と お り 23.4 mm, \ 24.3 mm で 既知 の 4 亜 種 中 で 最大 の 値 を 示す . 


前 麹 の 赤褐色 帯 は も っ と も 狭く , その 形質 は 不安 定 で ある . 中 に は 退化 し て 黒色 点 状 斑 を と り 巻 く 赤 
褐色 環 と な っ て 有 眼 状 紋 を 形成 する も の も ある (Figs 24, 26). 


赤 褐 帯 中 の 黒色 点 状 斑 は 新 亜 種 ssp. magnifica を 含め た 全 亜 種 中 で も っ と も 大 型 と な る . 
後 翔 裏面 は 強く 暗 化 し て 紋様 に 乏しい . 


池澤 隆一 , 高橋 医 司 , エ フ ゲ ニ イ ・ ノ ヴァ モ ド ッ ゥ ヌィ ー Evgenyi Novomodnyi, ヴ ラ ジ ミ ー ル ・ ド ゥ バー 
トロ フ Vladimir Dubatolov, 3 ^ —)V * 2 47) x 7 Mikhail Radokhleb の 各氏 に は 現地 に お ける 採 
集 調査 に 多大 な ご 援助 ・ ご 揚力 を いた だ いた . 高橋 民 司 , ミ ハイ ー ル ・ ラ ダフ リエ ェ プ の 両氏 は 新 亜 種 
記載 の た め の 買 重 な 材料 (パラ タイ プ と し て 利用 ) を 提供 され た . 木暮 神 お よび 吉本 浩 氏 に は 重要 文 
献 の コビー を ご 提供 いた だ いた . 柳本 茂 , 諏訪 哲夫 お よび 平野 裕一 ・ 聴 子 ご 夫妻 は ., それ ぞ れ ご 自身 
の 採集 に よる 名 義 タ イプ 亜 種 spp. fetcheri fletcheri の 標本 多数 を 比較 研究 の た め の 材 料 と し て 貸与 き 
れ た だ た. また ヤク ー ツ ク 市 の エカチェリーナ ・ カ イム ー ク さん Ekaterina Kaymuk は ssp. chajataensis の 
基 産地 type locality で 採集 され た 標本 を 提供 され た . 以上 の 方 々 の ご 厚意 に 対し . 心から お 礼 を 申し 
あげ る . 
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Summary 
Erebia fletcheri magnifica ssp. nov. (Figs 1-9) 


1) The new subspecies has the largest wing size among all the subspecies of Erebia fletcheri Elwes, 1899, hith- 
erto described. Forewing length (mm): #, 25.3 (24.8-26.1) (n=4); 2, 25.0 (nz). 

2) Forewing reddish-brown band is narrower than those of ssp. fletcheri, chorymensis and daurica, but broader 
than that of ssp. chajataensis. The band is interrupted by black veins, however, and not reduced to reddish-brown 
rings as in some individuals of ssp. chajataensis (Figs 24, 26). In ond collected female, the band is tinged with 
orange yellow (Fig. 8). 

3) The size of the black spots on the forewing reddish-brown band is smaller than those of ssp. chajataensis but 
larger than in the other three subspecies of this butterfly. 

4) The black spots in spaces 2, 3, 4 and 5 on the hindwing upperside are well developed with distinct reddish- 
brown rings. 

5) The hindwing underside is dark coloured and the postdiscal white band is indistinct. However, in the case of 
the one female collected, the band is distinct and the distal area is tinged with silvery white (Fig. 9). 


Etymology. The subspecific name refers to the larger wing size and the bright colouration of the wing markings. 
Holotype 4 , Upper Khurmuli River, altitude 700 m, Myaochan Mts., Khabarovskyi kraj, Far-Eastern Russia, 2 
July, 2009, Mayumí Takáhashi leg. 

Paratypes, 3 #1, same locality, 700-800 m, same data. Masashi Takahashi and Mikhail Radokhleb leg. 

The holotype will be deposited in the "Natural History Museum of Shizuoka" which will be founded in the near 
future and the paratypes are now preserved in the collections of Mayumí Takáhasi, Takatoshi Nakatani, Masashi 
Takahashi. 

Distribution. Upper Khurmuli River, Myaochan Mountains, 8km north-west of Komsomol'sk na Amure, 
Solnechnyi district, Khabarovskyi kraj, Far-Eastern Russia. 

Habitat. Non-paved roadside along the upper stream of Khurmuli River near an abandoned mine, 700-800m in 
altitude. 

The roadside vegetation consists of stony alpine vegetation with Pinus pumila, Alnus maximowiczii, Ledum 
palustre and scattered grassland with Lilium maculatum, Hedysarum hedysaroides and graminaeous plants. 
The adults were observed in the evening, flying relatively slowly near the ground. A pair was found in copulation. 
We suppose that at this locality the peak of emergence of this butterfly was the middle July, at least in the year 
2009, taking into account the freshness of the adults. 
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